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１．研究内容 

どのような産業が立地するかによって，地域はさまざまな影響を受けます。雇用はもちろんのこと，

地域資源の利活用，土地利用をはじめとする周辺環境への影響など，地域経済や社会生活に大きな変化

がもたらされることも少なくありません。もちろん企業活動においても立地戦略は重要な位置を占め

ています。さまざまな費用が企業の立地戦略によって大きな影響を受けるためだけではなく，人材確保

や技術革新の面でも立地が重要な意味を持つと考えられるためです。他方，グローバル化の中で変動す

る国土における重要な課題として地域の存続が議論されるようになってきました。SDGs に関連した地

域と企業，行政が連携した取り組みも注目を集めるようになってきています。また，新型感染症がこれ

までの大都市に機能が集中する国土構造の見直しを迫る中，重層的な地域構造と所与の立地条件の中

で，地域は新たな戦略構築の機会を迎えています。 

本ゼミナールでは，こうしたさまざまなレベルでの立地に関わる問題について，地域に根ざした産

業，地域社会の観点から，オンライン技術を活用した新しい現場調査の方法を開発しながら実証的な研

究成果をあげることを主たる目的とします。 

 
２．ゼミの進め方（新型感染症の状況に応じて変更して進めます） 

≪２年次≫ フィールドワークに取り組む 

・ ２年次春学期：論文演習Ⅰ，現地調査実習（ST），夏季共同調査，共同プロジェクト参画 

・ ２年次秋学期：共同調査報告書の作成，春季研究成果報告会（共同プロジェクト活動報告） 

商店街やまちづくりの現場を訪ね歩き，現在の商業や地域の産業がどのような状況にあり，人々が

どのように「地域」で暮らしているのかを，フィールドワークを通じて考えます。秋学期は，実証研究

論文を読みすすめながら，夏の共同調査結果をまとめ，論文作成の方法を学びます。 

≪３年次≫ 立地分析に取り組む 

・ ３年次春学期：共同プロジェクト企画実施，夏季視察調査 

・ ３年次秋学期：論文演習Ⅱ，春季研究成果報告会（個人研究成果と卒業研究の構想報告） 

フィールドワークに重点を置きながら，現実の中から問題関心を深め，考える方法論を個別の実態

調査を通じて学んでいきます。自ら現場に足を運び，話を聞いてまわり，そうして得たデータを整理し

て，論を組み立てる，さらには統計資料や文献資料などを駆使してより説得力のある議論を展開する

といった一連の作業に取り組みます。秋学期からは，主として理論研究の文献演習を行い，実態調査に

理論的枠組みを与えるための研究をすすめます。 

≪４年次≫ 立地戦略を構築する 

・ ４年次：卒業研究，春季研究成果報告会（卒業研究の成果報告） 

個人ごとに設定したテーマに基づき，卒業研究論文の作成に取り組みます。 

 
３．教 材 

 適宜提示します。 

 
４．成績評価の方法 

 年度末の研究報告，卒業研究などの研究成果を基本とし，ゼミ活動への参加を考慮して評価します。 

 
５．ゼミ入室試験（選考方法） 

 選考⽅法につきましては，Oh-o!Meiji にて，後⽇連絡します。 

 
６．その他・志願者へのメッセージなど 

  現在は COVID-19（新型感染症）の拡大のために現地を訪ねる機会は限られているため、ZOOM を活用

して、全国各地の協力者の方々と地方におけるコロナの状況や対策、今後の展望を話し合うオンライ

ンゼミや懇談の場を設けて活動しています。この方法を用いた新しい研究手法を開発していきます。

その意味でも、当面の間の地方からのオンラインでのゼミ参加も歓迎します。 


